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Ⅰ　　静岡県経済の概況 

 

　本稿は、令和８年８月を中心とした経済統計及び企業ヒアリングをもとに取りまとめている。 
 

概　況　 

令和８年８月を中心とした静岡県の景気は、緩やかに持ち直している。 

先行きについては、全体としては持ち直しの動きが期待されるが、中東情
勢の影響による燃料・石油関連製品の価格高騰や調達の不安定化など景気を
下押しするリスクに留意が必要である。また、雇用・所得環境や金利・為替
の動向等に十分注意する必要がある。 

雇用情勢は、改善の動きに弱さがみられる。 

・個人消費は、物価上昇などの影響がみられるものの、緩やかに増加している。 

・設備投資は、増加している。 

・輸出は、増勢が鈍化している。 

・生産は、横ばいとなっている。 

（下線部は前月からの変更箇所） 

 
 
 

「個人消費は、物価上昇などの影響がみられるものの、緩やかに増加している。 

大型小売店販売額（８月）は、百貨店が２か月連続で前年実績を上回ったものの、

スーパーが３か月連続で前年実績を下回ったため、総額でも３か月連続で前年実績

を下回った。 

専門量販店等販売額（８月）は、ホームセンターが２か月ぶりに前年実績を下回

ったものの、コンビニエンスストアが３か月ぶり、家電大型専門店、ドラッグスト

アがいずれも２か月連続で前年実績を上回っため、総額でも２か月連続で前年実績

を上回った。 

自動車新規登録・販売台数（８月）は、軽自動車が４か月ぶりに前年実績を下回

ったものの、乗用車が５か月連続で前年実績を上回ったため、総数でも５か月連続

で前年実績を上回った。 

「住宅建設は、前年を上回った」 

新設住宅着工戸数（８月）は、持家が３か月ぶりに前年実績を下回ったものの、

貸家、分譲住宅がいずれも２か月ぶりに前年実績を上回ったため、全体でも２か月

ぶりに前年実績を上回った。 

「設備投資は、増加している」 

日銀短観(６月調査)の令和８年度の設備投資（含む土地投資）（計画）は、製造

業、非製造業、全産業においていずれも増加する計画となっている。 

また、ソフトウェア・研究開発を含む設備投資（除く土地投資）（計画）は、製

造業、非製造業、全産業においていずれも増加する計画となっている。 

着工建築物床面積（非居住用）(８月)は、６か月ぶりに前年実績を下回った。 

需 要 面
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「公共投資は、前年を上回った」 

公共工事請負金額(８月)は、３か月ぶりに前年実績を上回った。 

「輸出は、増勢が鈍化している」 

「輸入は、前年を上回った」 

輸出総額(８月)は、原動機が３か月ぶり、エアコン、科学光学機器がいずれも10

か月連続、自動車が２か月連続、二輪自動車類が４か月連続で前年実績を下回った

ものの、自動車の部分品が２か月ぶりに前年実績を上回ったため、総額でも11か月

連続で前年実績を上回った。 

また、輸入総額(８月)は、自動車の部分品が３か月ぶり、木材が２か月連続で前

年実績を下回ったものの、パルプが12か月ぶり、紙類及び同製品が４か月ぶり、魚

介類及び同調製品が９か月連続、原動機が２か月連続で前年実績を上回ったため、

総額でも３か月連続で前年実績を上回った。 

なお、輸出入のバランスは、610億円の輸出超過となった。 

 

 

「生産は、横ばいとなっている」 

　鉱工業生産指数(８月)は、パルプ・紙・紙加工品が２か月ぶり、はん用・生産

用・業務用機械、電気機械がいずれも３か月連続、食料品・たばこが５か月連続で

前年水準を上回ったものの、輸送機械が３か月ぶり、化学が７か月ぶりに前年水準

を下回った。総合では、７か月ぶりに前年水準を下回った。なお、前月比は２か月

ぶりに減少した。 

　鉱工業在庫指数は、総合では２か月連続で前年水準を上回った。 

 

 

「雇用情勢は、改善の動きに弱さがみられる」 

有効求人倍率(８月)は1.08倍となり、前月を0.02ポイント下回った。67か月連続

で１倍台となった。また、全国値を0.10ポイント下回った。 

雇用保険受給者実人員(８月)は、２か月連続で前年実績を下回った。 

また、所定外労働時間指数(７月)は、４か月連続で前年実績を下回った。 

 

 

「金融環境は、貸出残高は前年を上回り、信用保証金額は前年を上回った」 

県内金融機関の貸出残高(８月)は、前年同月比 1.6％増と前年実績を上回った。 

信用保証協会保証金額(８月)は、前年同月比 29.5％増と前年実績を上回った。 
 

「企業倒産は、件数は前年を下回り、負債総額は前年を下回った」 

企業倒産(８月)は、件数は12件（前年同月比 29.4％減）と前年実績を下回った。負債総

額は666百万円（前年同月比 76.5％減）と前年実績を下回った。 

生 産 面

雇 用 面

そ の 他
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需 要 面

１　個人消費

 (1) 大型小売店販売額 ８月＝ 0.2％減

 (県内３百貨店、167ｽｰﾊﾟｰ合計) 

＜概　況＞

＜最近の動き＞
Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

販 売 額 ( 百 万 円 ) 41,546 36,973 40,370 38,153 40,594 38,464 40,525 41,680

前 年 同 月 比 (%) 3.7 3.6 ▲ 0.5 ▲ 0.5 2.0 ▲ 3.4 ▲ 0.2 ▲ 0.2

うち　　百貨店(%) 0.7 1.7 ▲ 0.2 1.7 6.8 ▲ 1.4 4.6 1.0

ｽｰﾊﾟｰ(%) 4.2 3.9 ▲ 0.6 ▲ 0.8 1.3 ▲ 3.7 ▲ 0.9 ▲ 0.3

(参考 1)全国前年同月比 (%) 2.6 1.8 1.1 2.0 5.0 ▲ 1.0 1.4 0.8

うち　　百貨店(%) 2.4 2.0 3.4 5.6 8.8 2.7 5.6 3.2

ｽｰﾊﾟｰ(%) 2.6 1.8 0.3 0.8 3.6 ▲ 2.3 ▲ 0.1 0.1

(参考2)県前年同月比(店舗数調整前) 2.7 1.9 ▲ 0.4 0.8 3.7 ▲ 1.4 1.8 2.1
　（注１）販売額は店舗数未調整、前年同月比は店舗数調整済、全月速報値 　<資料>経済産業省
　（注２）令和２年３月に調査事業者の見直しを行ったため、前年同月比の計算についてはリンク係数処理済み

＜商品別前年同月比の推移＞　 (単位：%)

Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

衣 料 品 ▲ 4.8 ▲ 9.0 ▲ 7.4 ▲ 4.8 ▲ 1.4 ▲ 15.3 1.3 ▲ 2.3

うち 紳 士 服 ･ 洋 品 ▲ 10.7 ▲ 12.9 ▲ 14.3 ▲ 11.9 ▲ 9.8 ▲ 24.6 ▲ 5.5 ▲ 4.9

婦人･子供服･洋品 ▲ 2.8 ▲ 7.3 ▲ 5.8 ▲ 3.2 0.8 ▲ 13.0 0.6 ▲ 3.1

身 の 回 り 品 ▲ 5.5 ▲ 1.8 ▲ 20.3 ▲ 11.3 ▲ 5.2 1.9 6.5 ▲ 1.7

飲 食 料 品 4.3 3.3 ▲ 0.9 ▲ 1.2 0.2 ▲ 2.0 ▲ 1.0 0.0

家 庭 用 品 2.5 8.8 3.1 ▲ 0.8 13.9 ▲ 16.8 2.9 ▲ 1.8

うち家庭用電気機械器具 17.7 34.6 19.9 17.0 35.1 ▲ 15.6 11.6 ▲ 3.5
　(注)店舗数調整済、全月速報値 <資料>経済産業省

＜過去10年間の推移＞
大型小売店販売額前年同月比(%) <資料>経済産業省

Ⅱ　　静岡県主要経済指標の概況

41,680百万円 ＊前年同月比：

　８月の大型小売店販売額は41,680百万円で、前年同月比 0.2％減となり、３か月連続で前年
実績を下回った。
　業態別にみると、百貨店（前年同月比 1.0％増）が２か月連続で前年実績を上回ったもの
の、スーパー（同 0.3％減）が３か月連続で前年実績を下回った。
　商品別では、飲食料品が前年と同水準であった。衣料品（前年同月比 2.3％減）、家庭用品
（同 1.8％減）がいずれも２か月ぶり、身の回り品（同 1.7％減）が３か月ぶりに前年実績を
下回った。
　なお、店舗数調整前の前年同月比は2.1％増と、２か月連続で前年実績を上回った。
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 (2) 専門量販店等販売額 ８月＝ 1.1％増

 (県内91家電大型専門店、1,674コンビニエンスストア、632ドラッグストア、113ホームセンター合計) 

＜概　況＞

＜最近の動き＞
Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

販 売 額 ( 百 万 円 ) 79,645 73,609 85,619 80,355 85,229 78,583 87,251 85,930

前 年 同 月 比 (%) 3.7 2.7 2.4 3.7 6.4 ▲ 3.9 2.3 1.1

うち　家電大型専門店 (%) 11.9 4.0 3.0 10.3 28.4 ▲ 9.5 16.2 3.6

コンビニエンスストア (%) 1.3 1.8 2.3 0.0 1.7 ▲ 1.8 ▲ 0.2 0.1

ドラッグストア (%) 3.8 4.3 2.6 5.6 4.9 ▲ 1.6 1.2 2.4

ホームセンター (%) 2.3 ▲ 1.6 1.1 4.2 8.8 ▲ 13.7 0.4 ▲ 2.6

(参考)全国前年同月比(%) 3.8 3.0 3.9 4.6 7.8 ▲ 1.6 3.3 1.5

（注１）販売額、前年同月比は店舗数未調整 <資料>経済産業省

 (注２）平成28年7月からコンビニエンスストアの販売額を追加

＜過去10年間の推移＞

専門量販店等販売額前年同月比(％) <資料>経済産業省

85,930百万円 ＊前年同月比：

　８月の専門量販店等販売額は85,930百万円で、前年同月比 1.1％増となり、２か月連続で前
年実績を上回った。
　業態別にみると、ホームセンター（前年同月比 2.6％減）が２か月ぶりに前年実績を下回っ
たものの、コンビニエンスストア（同 0.1％増）が３か月ぶり、家電大型専門店（同 3.6％
増）、ドラッグストア（同 2.4％増）がいずれも２か月連続で前年実績を上回った。
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 (3) 自動車新規登録・販売台数 ８月＝ 1.6％増

(乗用車新規登録台数､軽乗用車新規販売台数合計)

＜概　況＞

＜最近の動き＞
Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

新規登録・販売台数(台) 11,930 13,481 15,422 11,132 10,227 13,025 12,650 9,285

前 年 同 月 比 (%) ▲ 9.8 ▲ 7.0 ▲ 2.6 4.5 4.5 5.1 8.2 1.6

(参考)全国前年同月比(%) ▲ 6.2 ▲ 7.3 ▲ 3.2 9.7 2.8 9.5 7.7 1.4

<資料>県税務課、日本自動車販売協会連合会、全国軽自動車協会連合会

（注）新規登録・販売台数は、乗用車と軽乗用車の合計値

＜車種別新車新規台数前年同月比の推移＞  (単位：%)

Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

新 規 登 録 ・ 販 売 台 数 ▲ 9.8 ▲ 7.0 ▲ 2.6 4.5 4.5 5.1 8.2 1.6

乗 用 車 ▲ 11.7 ▲ 10.5 ▲ 7.3 16.8 3.8 7.7 13.2 7.8

軽 自 動 車 ▲ 7.0 ▲ 2.0 5.1 ▲ 12.2 5.6 1.2 0.1 ▲ 6.6

<資料>県税務課、全国軽自動車協会連合会

（注１）新規登録・販売台数は、乗用車と軽自動車の合計値を元に算出

（注２）乗用車は、新車新規登録台数の内、小型乗用車と普通乗用車の合計値を元に算出

（注３）軽自動車は、新車新規販売台数の内、乗用車を元に算出

＜過去10年間の推移＞
<資料>県税務課、全国軽自動車協会連合会

 

9,285 台 ＊前年同月比：

　８月の自動車新規登録・販売台数は、9,285台で、前年同月比 1.6％増となり、５か月連続で
前年実績を上回った。
　車種別にみると、軽自動車（前年同月比 6.6％減）が４か月ぶりに前年実績を下回ったもの
の、乗用車（同 7.8％増）が５か月連続で前年実績を上回った。

自動車新規登録・販売台数(千台)
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２　新設住宅着工戸数 ８月＝ 19.3％増

＜概　況＞

＜最近の動き＞
Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

戸 数 ( 戸 ) 1,316 1,261 1,371 1,573 1,148 1,659 1,535 1,914

前 年 同 月 比 (%) ▲ 34.0 ▲ 8.7 ▲ 10.1 11.4 ▲ 2.2 21.6 ▲ 7.6 19.3

　うち　持　　家 (%) ▲ 20.9 ▲ 20.2 ▲ 1.8 12.3 ▲ 0.7 20.8 1.3 ▲ 0.5

貸　　家 (%) ▲ 45.4 30.2 ▲ 33.6 41.6 ▲ 8.8 12.4 ▲ 15.3 40.7

分譲住宅 (%) ▲ 28.8 ▲ 31.5 23.5 ▲ 15.3 6.2 54.1 ▲ 14.6 18.7

(参考)全国前年同月比(%) ▲ 0.4 ▲ 4.9 ▲ 29.3 11.4 33.9 18.6 8.2 6.1

<資料>県住まいづくり課

＜過去10年間の推移＞

新設住宅着工戸数(千戸) <資料>県住まいづくり課

1,914 戸 ＊前年同月比：

　８月の新設住宅着工戸数は1,914戸で、前年同月比 19.3％増となり、２か月ぶりに前年実績
を上回った。
　利用関係別にみると、持家（前年同月比 0.5％減）が３か月ぶりに前年実績を下回ったもの
の、貸家（同 40.7％増）、分譲住宅（同 18.7％増）がいずれも２か月ぶりに前年実績を上
回った。
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３　設備投資

＜概　況＞

設備投資（含む土地投資）

（注１）平成29年３月調査分から半期計数の掲載を取り止め、年度計数のみを掲載

（注２）平成29年３月調査分から「ソフトウェア・研究開発を含む設備投資（除く土地投資）」を追加

<資料>　日本銀行静岡支店｢静岡県の企業短期経済観測調査結果(令和８年６月調査)｣

　　　　日本銀行調査統計局｢全国企業短期経済観測調査(令和８年６月調査)｣

＜最近の動き＞
Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

着工建築物床面積（非居住用）（㎡） 68,568 49,992 92,180 97,858 115,836 68,019 119,714 56,872

前 年 同 月 比 （ ％ ） ▲ 57.6 ▲ 27.9 113.3 12.6 27.0 95.0 33.5 ▲ 0.8

（参考）全国前年同月比（％） 3.2 ▲ 11.0 ▲ 12.3 ▲ 26.1 ▲ 26.2 4.1 12.1 ▲ 9.5

（注３）着工建築物床面積は公共と民間の合計のうち、非居住用 <資料>国土交通省

　　　　＜参考　県内企業の業況判断D.I.＞

Ｒ８年３月 Ｒ８年６月
Ｒ８年９月
（予測）

 全 　　 産　 　 業 8 9 ▲ 1

▲ 1 ▲ 2 ▲ 6

17 20 4

18 18 11

　 　     　　（注４）業況判断D.I.:｢良い｣-｢悪い｣回答社数構成比％ポイント

　　　       　<資料>　日本銀行静岡支店｢静岡県の企業短期経済観測調査結果(令和８年６月調査)｣ 　

　令和７年度の設備投資（含む土地投資）、ソフトウェア・研究開発を含む設備投資（除く土
地投資）は、製造業、非製造業、全産業においていずれも増加した。
　令和８年度の設備投資（含む土地投資）は、製造業(前年度比 6.6％増)、非製造業(同 3.4％
増)、全産業（同 5.3％増）においていずれも増加する計画となっている。また、ソフトウェ
ア・研究開発を含む設備投資（除く土地投資）は、製造業（前年度比 5.5％増）、非製造業
（同 6.5％増）、全産業（同 5.7％増）においていずれも増加する計画となっている。
　８月の着工建築物床面積（非居住用）は56,872㎡で、前年同月比 0.8％減となり、６か月ぶ
りに前年実績を下回った。

＜企業短期経済観測調査結果＞　(前年度比％ （　　）内は前回調査比修正率)
ソフトウェア・研究開発を含む設備投資（除く土地投資）

　製　造　業

　非 製 造 業

(参考)　　全国　・　全産業

県
(▲ 5.5)

7.5
(▲ 1.6)

5.3

全国 (    1.4)
9.4

(    6.8)
6.8

県 (▲ 7.8)
11.4

(▲ 4.9)
6.6

全国 (▲ 0.3)
9.5

(    4.5)
7.5

県
(▲ 2.1)

2.4
(    3.5)

3.4

全国
(    2.3)

9.3
(    8.2)

6.4

Ｒ７年度
（実績）

Ｒ８年度
（計画）

全産業

製造業

非製造業

県
(▲ 3.6)

7.5
(    0.9)

5.7

全国 (    0.6)
8.5

(    6.6)
8.8

県 (▲ 4.3)
9.0

(▲ 0.3)
5.5

全国 (    0.2)
7.9

(    4.1)
7.2

県
(▲ 0.3)

1.8
(    6.5)

6.5

全国
(    1.1)

9.1
(    9.2)

10.5

Ｒ７年度
（実績）

Ｒ８年度
（計画）

全産業

製造業

非製造業
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４　公共工事請負金額 ８月＝ 6.2％増

　(建設保証会社保証実績)

＜概　況＞

＜最近の動き＞
Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

金 額 ( 百 万 円 ) 10,667 8,504 28,173 54,760 47,664 40,434 35,335 29,178

前 年 同 月 比 (%) ▲ 30.2 ▲ 35.1 ▲ 10.6 ▲ 16.3 9.4 ▲ 22.1 ▲ 5.3 6.2

年度累計前年同月比 (%) 14.2 12.2 10.1 ▲ 16.3 ▲ 6.0 ▲ 11.2 ▲ 10.1 ▲ 8.1

件 数 ( 件 ) 238 138 357 481 572 645 725 682

前 年 同 月 比 (%) ▲ 8.8 ▲ 28.1 ▲ 33.9 8.1 5.5 ▲ 9.3 ▲ 12.9 6.7

年度累計前年同月比 (%) ▲ 5.5 ▲ 6.2 ▲ 8.3 8.1 6.7 0.0 ▲ 4.2 ▲ 2.0

<資料>東日本建設業保証(株)静岡支店

＜発注者別請負金額前年同月比の推移＞  (単位：%)

Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

国 63.3 ▲ 28.5 41.2 65.1 7.6 42.3 ▲ 19.0 24.0

独 立 行 政 法 人 等 ▲ 98.3 40.9 310.3 ▲ 10.2 ▲ 30.5 ▲ 66.3 ▲ 28.2 ▲ 75.5

県 ▲ 1.6 ▲ 61.3 ▲ 48.3 ▲ 33.4 40.2 ▲ 51.5 ▲ 13.8 ▲ 9.4

市 町 ▲ 51.2 ▲ 28.0 ▲ 12.3 ▲ 13.3 ▲ 17.6 ▲ 9.7 14.1 19.1

地 方 公 社 - - - - 6.6 ▲ 14.4 - -

そ の 他 ▲ 67.9 ▲ 54.6 ▲ 77.0 ▲ 9.9 187.4 ▲ 66.3 ▲ 36.1 35.2

<資料>東日本建設業保証(株)静岡支店

＜過去10年間の推移＞

公共工事請負金額(十億円) <資料>東日本建設業保証(株)静岡支店

29,178百万円 ＊前年同月比：

　８月の公共工事の請負金額（工事場所ベース）は29,178百万円で、前年同月比 6.2％増とな
り、３か月ぶりに前年実績を上回った。また、取扱い件数（工事場所ベース）は682件で、前年
同月比6.7％増となり、３か月ぶりに前年実績を上回った。
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５　輸出 ８月＝ ＊前年同月比： 2.9％増

　(清水税関支署管内通関実績) 

＜概　況＞

＜最近の動き＞
Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

輸 出 総 額 ( 百 万 円 ) 204,677 234,891 239,646 250,835 198,963 248,608 240,752 204,034

前 年 同 月 比 (%) 24.8 6.9 9.8 12.8 8.5 14.3 5.9 2.9

(参考)全国前年同月比(%) 16.8 4.2 11.7 14.8 17.0 19.3 23.2 19.3

<資料>清水税関支署

＜主要品目別前年同月比の推移＞ (単位:％)

Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

原 動 機 ▲ 19.5 ▲ 19.8 ▲ 7.6 ▲ 6.0 ▲ 1.1 9.2 2.2 ▲ 14.7

エ ア コ ン ▲ 6.0 ▲ 34.6 ▲ 53.7 ▲ 10.7 ▲ 35.3 ▲ 48.3 ▲ 30.5 ▲ 56.3

自 動 車 65.7 15.5 74.6 17.7 70.7 41.9 ▲ 6.4 ▲ 11.5

自 動 車 の 部 分 品 41.6 26.8 32.2 26.0 4.2 11.0 ▲ 4.9 2.6

二 輪 自 動 車 類 99.9 11.0 ▲ 2.7 1.4 ▲ 3.7 ▲ 12.4 ▲ 3.9 ▲ 11.3

科 学 光 学 機 器 ▲ 15.6 ▲ 37.8 ▲ 29.3 ▲ 30.2 ▲ 28.4 ▲ 35.6 ▲ 41.1 ▲ 41.5

<資料>清水税関支署

＜地域別前年同月比の推移＞ (単位:％)

Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

ア ジ ア 20.8 5.7 18.0 17.4 7.4 22.7 7.0 13.0

米 国 17.6 ▲ 13.0 ▲ 4.5 2.5 9.2 ▲ 1.5 13.4 ▲ 13.4

Ｅ Ｕ 53.2 13.5 7.4 19.6 12.7 16.5 8.3 ▲ 3.0

<資料>清水税関支署

＜過去10年間の推移＞

清水税関支署管内通関実績輸出額(十億円) <資料>清水税関支署

204,034百万円

　８月の清水税関支署管内の輸出総額は204,034百万円で、前年同月比 2.9％増となり、11か月
連続で前年実績を上回った。
　主要な品目別にみると、原動機（前年同月比 14.7％減）が３か月ぶり、エアコン（同 
56.3％減）、科学光学機器（同 41.5％減）がいずれも10か月連続、自動車（同 11.5％減）が
２か月連続、二輪自動車類（同 11.3％減）が４か月連続で前年実績を下回ったものの、自動車
の部分品（同 2.6％増）が２か月ぶりに前年実績を上回った。
　地域別にみると、米国向け（同 13.4％減）が２か月ぶり、ＥＵ向け（同 3.0％減）が13か月
ぶりに前年実績を下回ったものの、アジア向け（同 13.0％増）が９か月連続で前年実績を上
回った。

(注）管内とは、清水港(焼津、沼津、浜松、興津の各出張所及び下田監視所含む)、田子の浦港、御前崎港、静岡空港の４つをいう。
     なお、数値は、通関手続きが行われた金額である。輸入も同様。
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６　輸入 ８月＝ ＊前年同月比： 35.0％増

　(清水税関支署管内通関実績) 

＜概　況＞

＜最近の動き＞
Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

輸 入 総 額 ( 百 万 円 ) 137,578 125,104 117,328 145,642 125,214 156,071 146,382 142,990

前 年 同 月 比 (%) ▲ 1.7 24.0 0.1 20.6 ▲ 6.4 25.5 11.0 35.0

(参考)全国前年同月比(%) ▲ 2.5 10.2 10.9 9.7 12.5 25.4 27.8 28.0

<資料>清水税関支署

＜主要品目別前年同月比の推移＞ (単位:％)

Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

魚 介 類 及 び 同 調 製 品 5.1 79.2 8.8 20.6 12.9 73.6 5.5 18.4

木 材 78.2 24.6 2.6 ▲ 6.9 ▲ 32.2 8.3 ▲ 7.5 ▲ 16.7

パ ル プ ▲ 4.3 ▲ 33.1 ▲ 12.8 ▲ 4.9 ▲ 21.4 ▲ 2.2 ▲ 7.7 10.7

紙 類 及 び 同 製 品 ▲ 7.5 23.7 ▲ 13.3 8.9 ▲ 15.2 ▲ 15.9 ▲ 14.5 5.0

原 動 機 ▲ 11.9 29.3 16.1 ▲ 30.8 24.2 ▲ 9.7 28.3 8.6

自 動 車 の 部 分 品 ▲ 1.5 46.8 30.8 0.4 ▲ 10.2 5.8 2.5 ▲ 15.3

<資料>清水税関支署

＜地域別前年同月比の推移＞ (単位:％)

Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

ア ジ ア ▲ 7.0 43.9 ▲ 9.0 20.2 ▲ 0.4 27.0 16.9 43.4

米 国 ▲ 33.7 ▲ 9.5 ▲ 9.7 30.7 ▲ 16.7 7.2 ▲ 19.6 ▲ 17.2

Ｅ Ｕ 3.5 49.9 27.8 ▲ 4.1 ▲ 13.3 42.1 ▲ 9.4 13.5

<資料>清水税関支署

＜過去10年間の推移＞

清水税関支署管内通関実績輸入額(十億円) <資料>清水税関支署

142,990百万円

　８月の清水税関支署管内の輸入総額は142,990百万円で、前年同月比 35.0％増となり、３か
月連続で前年実績を上回った。
　主要な品目別にみると、自動車の部分品（前年同月比 15.3％減）が３か月ぶり、木材（同 
16.7％減）が２か月連続で前年実績を下回ったものの、パルプ（同 10.7％増）が12か月ぶり、
紙類及び同製品（同 5.0％増）が４か月ぶり、魚介類及び同調製品（同 18.4％増）が９か月連
続、原動機（同 8.6％増）が２か月連続で前年実績を上回った。
　地域別では、米国から（同 17.2％減）が２か月連続で前年実績を下回ったものの。ＥＵから
（同 13.5％増）が２か月ぶり、アジアから（同 43.4％増）が３か月連続で前年実績を上回っ
た。
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生 産 面

１　生　　産

 (1) 鉱工業生産指数 ８月＝ 93.4 ＊前月比(季節調整済指数)： 6.1％減

　(令和２年＝100、鉱工業総合、季節調整済指数) ＊前年同月比(原指数)    ： 2.0％減

＜概　況＞

＜最近の動き＞
Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

指 数 99.2 98.7 98.7 99.7 102.9 97.7 99.5 93.4

前 月 比 (%) 6.8 ▲ 0.5 ▲ 0.5 1.0 3.2 ▲ 5.1 1.8 ▲ 6.1

前 年 同 月 比 (%) ▲ 0.7 1.6 6.8 5.9 0.0 4.0 5.9 ▲ 2.0

(参考)全国前年同月比(%) 0.7 0.4 2.4 2.0 ▲ 2.1 4.9 3.9 2.7

　(注)令和２年＝100、鉱工業総合、指数:季節調整済、前年同月比:原指数 <資料>県統計活用課、経済産業省

＜県内業種別鉱工業生産指数前年同月比の推移＞ (単位：%)

Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

はん用・生産用・業務用機械工業 ▲ 2.5 11.6 ▲ 6.3 16.0 ▲ 9.1 0.2 9.1 5.6

電 気 機 械 工 業 ▲ 5.6 ▲ 2.6 ▲ 0.7 ▲ 0.1 ▲ 6.1 2.2 1.8 4.1

輸 送 機 械 工 業 7.3 2.2 15.5 ▲ 1.4 ▲ 1.7 4.8 1.0 ▲ 7.1

化 学 工 業 ▲ 8.7 5.1 28.6 24.3 5.5 6.6 14.0 ▲ 8.6

ﾊﾟﾙﾌﾟ･紙･紙加工品工業 ▲ 5.3 ▲ 2.0 ▲ 2.0 2.2 0.9 2.8 ▲ 1.5 3.6

食料品・たばこ工業 3.2 ▲ 0.7 ▲ 3.8 11.1 15.4 5.9 16.3 0.9

　(注)令和２年＝100、鉱工業総合、前年同月比:原指数 <資料>県統計活用課
      

＜過去10年間の推移＞

鉱工業生産指数(総合、令和２年＝100) <資料>県統計活用課

　８月の鉱工業生産指数（総合）は93.4（季節調整済指数）で、前月比は6.1％減と、２か月ぶ
りに減少した。また、前年同月比（原指数）は2.0％減と、７か月ぶりに前年水準を下回った。
　業種別にみると、パルプ・紙・紙加工品（前年同月比 3.6％増)が２か月ぶり、はん用・生産
用・業務用機械（同 5.6％増）、電気機械（同 4.1％増）がいずれも３か月連続、食料品・た
ばこ（同 0.9％増）が５か月連続で前年水準を上回ったものの、輸送機械（同 7.1％減）が３
か月ぶり、化学（同 8.6％減）が７か月ぶりに前年水準を下回った。
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(2)鉱工業在庫指数 ８月＝ 103.4 ＊前月比(季節調整済指数)： 0.4％減

　(令和２年＝100、鉱工業総合、季節調整済指数) ＊前年同月比(原指数)    ： 0.9％増

＜概　況＞

＜最近の動き＞
Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

指 数 104.7 106.3 107.6 103.3 102.6 102.9 103.8 103.4

前 月 比 (%) 1.3 1.5 1.2 ▲ 4.0 ▲ 0.7 0.3 0.9 ▲ 0.4

前 年 同 月 比 (%) 3.0 3.0 2.3 0.2 ▲ 0.7 ▲ 1.3 1.1 0.9

(参考)全国前年同月比(%) ▲ 4.3 ▲ 3.4 ▲ 5.3 ▲ 5.0 ▲ 5.0 ▲ 2.2 ▲ 2.0 ▲ 2.0

　(注)令和２年＝100、鉱工業総合、指数:季節調整済、前年同月比:原指数 <資料>県統計活用課、経済産業省

　　　

＜県内業種別鉱工業在庫指数前年同月比の推移＞ (単位：%)

Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

はん用・生産用・業務用機械工業 12.5 14.8 9.2 10.4 4.3 5.8 7.7 6.2

電 気 機 械 工 業 ▲ 5.7 ▲ 8.0 ▲ 4.7 ▲ 3.2 ▲ 8.9 ▲ 4.0 ▲ 1.2 ▲ 1.3

輸 送 機 械 工 業 10.0 9.4 12.9 2.8 7.1 13.4 18.4 21.6

化 学 工 業 2.7 ▲ 0.9 1.8 ▲ 0.4 ▲ 1.4 ▲ 8.8 ▲ 8.8 ▲ 9.5

ﾊﾟﾙﾌﾟ･紙･紙加工品工業 6.3 6.3 ▲ 6.7 ▲ 9.9 ▲ 7.4 ▲ 9.5 ▲ 7.9 ▲ 3.3

食料品・たばこ工業 ▲ 4.1 0.2 0.0 1.0 2.1 1.9 8.6 7.8

　(注)令和２年＝100、鉱工業総合、前年同月比:原指数 <資料>県統計活用課
　　　　　　　　

＜過去10年間の推移＞

鉱工業在庫指数(総合、令和２年＝100) <資料>県統計活用課

　８月の鉱工業在庫指数（総合）は103.4（季節調整済指数）で、前月比は0.4％減と、３か月
ぶりに減少した。また、前年同月比（原指数）は0.9％増と、２か月連続で前年水準を上回っ
た。
　なお、在庫動向を在庫循環図でみると、今期は「在庫積み増し局面（景気拡大期）」に該当
する。
　業種別にみると、電気機械（前年同月比 1.3％減）が８か月連続、化学（同 9.5％減）が５
か月連続、パルプ･紙･紙加工品（同 3.3％減）が６か月連続で前年水準を下回ったものの、は
ん用・生産用・業務用機械（同 6.2％増）が10か月連続、輸送機械（同 21.6％増）が９か月連
続、食料品・たばこ（同 7.8％増）が５か月連続で前年水準を上回った。
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雇 用 面

１　雇　　用

 (1) 有効求人倍率　 ８月＝ 1.08倍 ＊前月比（季節調整値）　:

　（季節調整値、学卒を除き、パートタイムを含む）

＜概　況＞

＜最近の動き＞　 (単位：倍)

Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

県（受理地別） 1.06 1.06 1.08 1.06 1.09 1.08 1.10 1.08

（参考）県（就業地別） 1.19 1.19 1.20 1.19 1.20 1.22 1.23 1.20

全　　　　国 1.18 1.19 1.18 1.18 1.17 1.18 1.18 1.18

　(注)季節調整値、学卒を除き、パートタイムを含む

＜産業別新規求人前年同月比の推移＞ (単位：%)

Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

建 設 業 ▲ 6.5 ▲ 10.3 ▲ 7.8 ▲ 5.2 ▲ 2.6 ▲ 1.4 ▲ 4.4 ▲ 8.2

製 造 業 0.8 ▲ 12.8 ▲ 0.8 10.9 ▲ 4.6 4.4 13.7 4.9

情 報 通 信 業 ▲ 22.2 27.1 ▲ 13.3 42.8 19.6 ▲ 45.9 7.6 ▲ 22.5

運 輸 業 ・ 郵 便 業 ▲ 7.8 ▲ 9.2 ▲ 4.4 ▲ 20.2 0.9 ▲ 9.1 ▲ 11.9 2.9

卸 売 業 ・ 小 売 業 ▲ 5.2 ▲ 29.7 144.3 ▲ 43.1 42.1 109.9 ▲ 23.1 7.2

医 療 ・ 福 祉 ▲ 0.2 ▲ 5.2 0.3 6.2 ▲ 1.4 ▲ 3.0 4.3 ▲ 12.3
サービス業（他に分類されないもの） ▲ 7.7 ▲ 2.6 22.4 ▲ 2.5 ▲ 1.4 16.3 4.7 ▲ 2.5

合 計 ▲ 4.1 ▲ 10.3 11.7 ▲ 8.6 0.5 10.6 ▲ 2.9 ▲ 4.4

　(注)学卒､パートタイムを除く <資料>厚生労働省

＜過去10年間の推移＞

有効求人倍率(学卒を除き､パートタイムを含む)(倍) <資料>厚生労働省

0.02ポイント減

　８月の有効求人倍率（受理地別、季節調整値、学卒を除き､パートタイムを含む）は1.08倍
となり、前月を0.02ポイント下回った。67か月連続で１倍台となった。また、全国値を0.10ポ
イント下回った。
　新規求人数（季節調整値）（前月比 0.8％減）は３か月連続で前月を下回った。
　産業別にみると、情報通信業（前年同月比 22.5％減）、医療・福祉（同 12.3％減）がいず
れも２か月ぶり、サービス業（他に分類されないもの）（同 2.5％減）が３か月ぶり、建設業
（同 8.2％減）が14か月連続で前年実績を下回ったものの、運輸業・郵便業（同 2.9％増）が
３か月ぶり、卸売業・小売業（同 7.2％増）が２か月ぶり、製造業（同 4.9％増）が３か月連
続で前年実績を上回った。
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 (2) 雇用保険受給者実人員 ８月＝ 4.1％減

5.5％減

＜概　況＞

＜最近の動き＞
Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

実 人 員 ( 人 ) 12,833 11,991 12,636 12,271 12,674 14,668 14,605 14,003

前 月 比 (%) ▲ 4.9 ▲ 6.6 5.4 ▲ 2.9 3.3 15.7 ▲ 0.4 ▲ 4.1

前 年 同 月 比 (%) 6.7 4.1 12.7 9.4 5.1 12.9 ▲ 2.7 ▲ 5.5

(参考)全国前年同月比(%) 6.5 5.8 16.1 11.6 6.1 15.7 ▲ 0.1 ▲ 2.0

<資料>厚生労働省

＜参考　完全失業率（全国）の推移＞
Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

完全失業率(全国) (%) 2.7 2.6 2.7 2.5 2.5 2.5 2.4 2.5

　(注)季節調整値　 <資料>総務省統計局

＜過去10年間の推移＞

雇用保険受給者実人員(千人) <資料>厚生労働省

14,003人    ＊前　月　比:

＊前年同月比:

　８月の雇用保険受給者実人員は14,003人で、前月比は4.1％減と２か月連続で前月を下回っ
た。また、前年同月比は5.5％減と２か月連続で前年実績を下回った。
　完全失業率（全国）は2.5％と５か月ぶりに前月を上回った。
　静岡県（令和８年４～６月）の完全失業率は2.2％で、前期（令和８年１～３月）から0.3ポ
イント減少した。
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(3)所定外労働時間指数 ７月＝ 110.3 ＊前月比(季節調整済指数): 4.3％減

(令和２年＝100、事業所規模30人以上、調査産業計、季節調整済) ＊前年同月比(原指数)　  : 10.3％減

＜概　況＞

＜最近の動き＞
12月 Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

指 数 121.7 115.1 116.0 119.5 116.2 111.3 115.2 110.3

前 月 比 (%) ▲ 1.8 ▲ 5.4 0.8 3.0 ▲ 2.8 ▲ 4.2 3.5 ▲ 4.3

前 年 同 月 比 (%) 0.0 0.0 ▲ 4.0 0.0 ▲ 3.8 ▲ 10.4 ▲ 6.3 ▲ 10.3

(参考)全国前年同月比(％) ▲ 0.8 1.8 0.0 1.6 1.7 ▲ 1.7 1.8 1.8
　*令和２年＝100、事業所規模30人以上、調査産業計、指数:季節調整済指数、前年同月比:原指数 <資料>県統計活用課

＜県内業種別所定外労働時間指数前年同月比の推移＞ (単位：%)

12月 Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

建 設 業 ▲ 25.3 ▲ 38.8 ▲ 24.5 ▲ 48.9 ▲ 27.2 ▲ 40.1 ▲ 51.8 ▲ 52.3

製 造 業 ▲ 9.2 ▲ 6.9 ▲ 2.1 3.7 1.5 ▲ 0.8 14.7 5.9

情 報 通 信 業 49.2 35.2 176.3 6.4 12.4 ▲ 1.1 1.3 7.8

運 輸 業 ・ 郵 便 業 30.5 11.7 ▲ 12.7 ▲ 4.9 ▲ 6.6 ▲ 17.2 ▲ 16.2 ▲ 24.0

卸 売 業 ・ 小 売 業 17.2 ▲ 16.7 8.8 ▲ 20.3 17.5 29.6 21.4 18.5

医 療 ・ 福 祉 ▲ 9.8 33.8 28.6 21.6 23.4 18.0 0.0 15.5

その他のサービス業 ▲ 6.6 1.4 ▲ 11.4 4.5 ▲ 4.6 ▲ 3.6 ▲ 7.2 ▲ 8.3

調 査 産 業 計 0.0 0.0 ▲ 4.0 0.0 ▲ 3.8 ▲ 10.4 ▲ 6.3 ▲ 10.3

　*令和２年＝100、事業所規模30人以上、前年同月比:原指数 <資料>県統計活用課

＜過去10年間の推移＞
所定外労働時間指数(事業所規模30人以上、令和２年=100) <資料>県統計活用課

　７月の所定外労働時間指数（事業所規模30人以上、調査産業計）は110.3（季節調整済指
数）で、前月比は4.3％減と２か月ぶりに前月を下回った。また、前年同月比（原指数）は
10.3％減と４か月連続で前年水準を下回った。
　業種別にみると、医療・福祉（前年同月比 15.5％増）が２か月ぶり、製造業（同 5.9％
増）、情報通信業（同7.8％増）がいずれも２か月連続、卸売業・小売業（同 18.5％増）が４
か月連続で前年水準を上回ったものの、建設業（同 52.3％減）が20か月連続、運輸業・郵便
業（同 24.0％減）が６か月連続、その他のサービス業（同 8.3％減）が４か月連続で前年水
準を下回った。
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そ の 他

１　物　　価

　　　国内企業物価指数 ９月＝ 135.7 ＊前　月　比: 0.3％下降

　(令和２年=100)　 ＊前年同月比: 6.8％上昇

＜概　況＞　

Ｒ８年２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

国 内 企 業 物 価 指 数 128.6 130.0 133.6 135.1 135.9 136.5 136.1 135.7

前 月 比 (%) 0.0 1.1 2.8 1.1 0.6 0.4 ▲ 0.3 ▲ 0.3

前 年 同 月 比 (%) 2.2 3.0 5.5 6.8 7.5 7.7 7.6 6.8

<資料>日本銀行

２　金　　融

 (1) 県内金融機関貸出残高 ８月＝ 0.1％減

　(銀行、信用金庫) 1.6％増

＜概　況＞

Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

貸 出 残 高 ( 億 円 ) 147,146 147,051 147,844 146,773 147,407 147,712 148,009 147,860

前 月 比 (%) 0.2 ▲ 0.1 0.5 ▲ 0.7 0.4 0.2 0.2 ▲ 0.1

前 年 同 月 比 (%) 2.4 2.4 2.7 2.4 1.5 1.7 1.9 1.6

<資料>日本銀行静岡支店

 (2) 貸出約定金利 ８月＝ ＊前　月　差：

　(県内地銀４行総平均) ＊前年同月差：

　＜概　況＞

Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

貸 出 約 定 金 利 (%) 1.585 1.627 1.675 1.683 1.686 1.761 1.782 1.810

前 月 差 ( ﾎ ﾟ ｲ ﾝ ﾄ ) 0.018 0.042 0.048 0.008 0.003 0.075 0.021 0.028

前年同月差( ﾎ ﾟ ｲ ﾝ ﾄ ) 0.201 0.229 0.240 0.200 0.201 0.227 0.240 0.270

　（注）貸出約定金利は、金融庁報告ベースに過去に遡及して変更 <資料>日本銀行静岡支店

　９月の国内企業物価指数は135.7となり、前月比は0.3％の下降となった。また、前年同月比
は6.8％の上昇となった。

147,860億円 ＊前　月　比:

＊前年同月比:

　８月末の県内の銀行と信用金庫の貸出残高は147,860億円で、前月比とは0.1％の減少となっ
た。また、前年同月比は1.6％の増加となった。

1.810% 0.028ポイント増

0.270ポイント増

　８月の県内地銀４行総平均の貸出約定金利（総合）は1.810％で、前月から0.028ポイントの
プラスとなった。なお、前年同月差は0.270ポイントのプラスとなった。
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＜過去10年間の推移＞

国内企業物価指数(令和２年=100) <資料>日本銀行

県内金融機関貸出残高(兆円) <資料>日本銀行静岡支店

県内地銀平均貸出約定金利(%) <資料>日本銀行静岡支店
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 (3) 信用保証協会保証金額 ８月＝ ＊前年同月比： 29.5％増

＜概　況＞

Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

保 証 金 額 ( 百 万 円 ) 14,036 17,393 27,430 13,375 17,676 28,198 24,015 25,711

前 年 同 月 比 (%) 19.0 36.9 ▲ 3.8 ▲ 52.7 ▲ 46.4 ▲ 2.2 7.7 29.5

保 証 件 数 ( 件 ) 1,317 1,504 2,216 1,273 1,497 2,117 1,965 2,049

前 年 同 月 比 (%) 10.7 18.4 1.5 ▲ 29.7 ▲ 26.3 8.0 12.1 29.4

<資料>県信用保証協会

 (4) 円相場 ９月＝ ＊前　月　差： 2.33円高

　(東京･銀行間直物中心･平均) ＊前年同月差： 8.47円安

＜概　況＞

＜最近の動き＞ ▲…円高

Ｒ８年２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

平 均 相 場 ( 円 ) 155.07 158.64 159.28 158.34 160.71 162.55 158.74 156.41

前 月 差 ( 円 ) ▲ 1.64 3.57 0.64 ▲ 0.94 2.37 1.84 ▲ 3.81 ▲ 2.33

前 年 同 月 差 ( 円 ) 3.11 9.46 14.89 13.59 16.21 15.84 11.07 8.47

　(注)東京外国為替相場･銀行間直物中心相場･平均

３　企業経営

     企業倒産件数 ８月＝ 12件 29.4％減

 

＜概　況＞

Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

倒 産 件 数 ( 件 ) 16 17 21 19 15 23 29 12

前 年 同 月 比 (%) ▲ 15.8 ▲ 5.6 ▲ 19.2 35.7 ▲ 11.8 0.0 45.0 ▲ 29.4

うち不況型倒産件数(件) 16 16 20 15 12 19 25 12

負 債 総 額 ( 百 万 円 ) 1,710 1,895 2,657 3,871 4,405 2,973 3,202 666

前 年 同 月 比 (%) ▲ 15.0 22.7 ▲ 37.1 142.7 166.5 2.7 ▲ 9.8 ▲ 76.5

<資料>(株)東京商工リサーチ静岡支社

　

25,711百万円

　８月の保証承諾は、金額は25,711百万円（前年同月比 29.5％増）と前年を上回り、件数は
2,049件（同 29.4％増）と前年実績を上回った。

156.41円/ドル

　９月の東京外国為替市場での対ドル平均円相場（銀行間直物）は156.41円で、前月と比べて
2.33円の円高となり、２か月連続で円高となった。

＊前年同月比：

　８月の負債総額 1,000万円以上の企業倒産は、件数は12件（前年同月比 29.4％減）と前年
実績を下回り、負債総額は 666百万円（同 76.5％減）と前年実績を下回った。
　原因別にみると、販売不振を原因とするいわゆる「不況型倒産」が12件と全体の100.0％を
占め、40か月連続で50％以上となっている。
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＜過去10年間の推移＞

信用保証協会保証承諾金額(十億円) <資料>県信用保証協会 

対ドル平均円相場(円)

企業倒産件数(件) <資料>(株)東京商工リサーチ静岡支社
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Ⅲ　令和８年８月を中心とした静岡県主要産業の動向 
 

業　　種 産　　　　　　　　　業　　　　　　　　　動　　　　　　　　　向　

  

二 輪 車 ７月の国内二輪車生産台数は、44,955台（前年同月比23.8％減）で、前年実

績を下回った。原付第一種（50cc以下）は、1,012台（同 92.5％減）で、前年

実績を下回った。原付第二種（51cc～125cc）は、4,765台（同2.8％増）で、

前年実績を上回った。軽二輪車（126cc～250cc）は、5,044台（同5.0％減）で

前年実績を下回った。小型二輪車(251cc以上）は、34,134台（同4.2％減）

で、前年実績を下回った。 

出荷台数は、国内向けは、24,738台（同9.7％減）で、前年実績を下回っ

た。輸出向けは、39,641台（同2.4％増）で、前年実績を上回った。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜資料＞日本自動車工業会

  

自 動 車 ７月の自動車国内生産台数は、802,102台（前年同月比 7.9％増）と、２か月

連続で前年実績を上回った。輸出は390,330台（同 9.6％増）と、２か月連続で

前年実績を上回った。 

国内生産は、乗用車、トラックいずれも２か月連続で前年実績を上回ったこ

とから、全体でも２か月連続で前年実績を上回った。 

＜資料＞日本自動車工業会

  

電気機械 ８月の冷蔵庫の国内出荷額は306億円（前年同月比0.7％増）で、２か月連続

で前年実績を上回った。国内出荷台数は296千台（同0.4％増）で、３か月ぶり

に前年実績を上回った。 

エアコンの国内出荷台数は、家庭向けは962千台（同45.7％増）で、12か月

連続で前年実績を上回った。業務用は75千台（同5.5％増）で、２か月ぶりに

前年実績を上回った。 

携帯電話の国内出荷台数は、95千台（同68.2％減）で、６か月連続で前年度

実績を下回った。うち、スマートフォンは、45千台（同81.1％減）で、10か月

連続で前年実績を下回った。単月のスマートフォン比率は 46.9％であった。 

＜資料＞日本電機工業会、日本冷凍空調工業会、ＪＥＩＴＡ/ＣＩＡＪ

  

生産用機械 ８月の工作機械の受注総額は、1,978億6,700万円（前年同月比64.7％増）

で、14か月連続で前年実績を上回った。 

内訳をみると、外需は1,463億5,000万円（同65.8％増）で、23か月連続で

前年実績を上回った。アジア向けが738億6,000万円（同71.0％増）で、12か

月連続で前年実績を上回った。内需は515億1,700万円（同61.5％増）で、８

か月連続で前年実績を上回った。 

＜資料＞日本工作機械工業会
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業 種 産 業 動 向

  

楽 器 

 

 

 

 

 

８月の県内楽器メーカーの販売金額は、53億4,746万円（前年同月比31.3％

増）で、３か月連続で前年実績を上回った。内訳は、輸出向けが33億141万円

（同41.1％増）で、３か月連続で前年実績を上回り、国内向けが20億4,605万

円（同18.2％増）で、２か月ぶりに前年実績を上回った。 

ピアノ生産台数は1,683台（同6.5％増）で、３か月連続で前年実績を上回っ

た。機種別では、アップライトピアノが1,003台（同14.6％増）、グランドピ

アノが680台（同3.7％減）であった。 

また、販売台数は、輸出向けが1,724台（同95.2％増）で、３か月連続で前

年実績を上回り、国内向けが750台（同15.9％増）で、３か月ぶりに前年実績

を上回った。 

＜資料＞静岡県楽器製造協会
  

紙
８月の紙・板紙の国内出荷高は、1,432千㌧（前年同月比 1.3％減）で、２

か月連続で前年実績を下回った。内訳は、紙は659千㌧（同 2.7％減）で、２

か月ぶりに前年実績を下回った。板紙は773千㌧と前年実績に対し横ばいであ

った。 

品種別では、主力の印刷・情報用紙が、333千㌧（同1.8％減)で、２か月ぶ

りに前年実績を下回った。ティシュペーパー、トイレットペーパー等の家庭紙

は、131千㌧（同7.7％減）と、２か月連続で前年実績を下回った。 

＜資料＞日本製紙連合会「紙・板紙需給速報」

  

缶 詰 ・飲 料
８月の県内生産量は、食缶類（国内向け）が907千箱（前年同月比7.7％

増）で６か月連続で前年実績を上回った。 

分類別でみると、水産缶（国内向け）が688千箱（同10.3％増）で６か月連

続で前年実績を上回った。うち主力であるツナ缶は453千箱（同11.9％増）

で、９か月連続で前年実績を上回った。 

農畜産缶（国内向け）は219千箱（同0.3％増）で３か月連続で前年実績を

上回った。 

飲料缶類（国内向け）は、6,755千箱（同8.3％減）で、２か月連続で前年

実績を下回った。 

＜資料＞静岡缶詰協会

  

繊 維
８月の広幅織物の県内生産は、582千㎡と、前年実績に対し横ばいであっ

た。このうち、綿布が主体の一般広幅織物の生産は、550千㎡（同1.0％減）

で、22か月連続で前年実績を下回った。別珍・コールテンの生産は、32千㎡

（同19.6％増）で、２か月連続で前年実績を上回った。 

小幅織物の県内生産は、16千㎡（同9.8％増）で、７か月ぶりに前年実績を

上回った。 

＜資料＞遠州織物工業協同組合、天龍社織物工業協同組合、浜松織物協同組合

  

家 具
８月の全国百貨店での家具販売額は、29億4,180万円（前年同月比3.2％

増）と４か月連続で前年実績を上回った。また、大型量販店での家具・イン

テリアの販売額は、558億6,334万円（同2.5％減）と２ヶ月ぶりに前年実績を

下回った。 

＜資料＞日本百貨店協会、日本チェーンストア協会
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＜原油高の状況について＞ 

中東情勢の不安定化（令和８年２月末～）により、原油価格が高騰した。 

これにより、レキュラーガソリンの県内小売価格は、令和８年３月16日に192.2円/Lと

なった。令和８年３月19日出荷分から実施された「イラン情勢を踏まえた緊急的激変緩

和措置」により、足もとの県内ガソリン小売価格は、171.2円/Lに推移している。 

                      

 
業　　種 産　　　　　　　　　業　　　　　　　　　動　　　　　　　　　向　

  

小 売 業
８月の県内百貨店・スーパーの販売額は、44,703百万円（既存店前年同月比

1.1％増）と前年同月の実績を上回った。品目別に見ると、衣料品、身の回り

品、家庭用品及び食堂・喫茶で前年同月の実績を下回ったが、飲食料品及びそ

の他の商品の売上げが前年同月と比較して増加した。 

西部の専門店への聞き取りによると、前年同月と比較して売上げが増加した

が、来客数が減少した。衣料品が好調だったが、近隣の大型スーパー出店の影

響を受け来客数は減っている。 

中部の百貨店への聞き取りによると、前年同月と比較して売上げが増加した

が、来客数が減少した。貴金属・宝飾関係の売上げが好調だったが、天候不順

により来客数は減少した。 

東部の食品スーパーへの聞き取りによると、前年同月と比較して売上げ及び

来客数が増加した。地域商品券の効果や観光客の増加が影響した。 

＜資料＞関東経済産業局、静岡県地域産業課

  

観 光
７月の県内主要10観光施設の合計入込客数は約31万人で、前年同月比3.4％

増となった。 

新規施設開業や企画展の開催により、入込客数が増加した施設もあったが、

全体としては概ね前年並みとなった。 

主要有料道路（４路線）の合計通行車両数は、約64万台となり、前年同月比

1.1％増となった。 

＜資料＞静岡県観光政策課

出典：石油情報センター、農林水産省、一般社団法人漁業経営安定化推進協会

R5.9.4 186.3円

R3.1.4 135.9円

R8.３.16 192.2円

R8.10.13 171.2円

R8.３.１ 128.2円
R8.２.１ 66.7円



　

Ⅳ　　デ－タからみた県内主要産業

＜二輪車＞
Ｒ７年12月 Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

完成車生産台数 (台) 26,953 27,483 22,857 22,292 22,051 17,022 20,735 20,287 14,520

前 年 同 月 比 (%) 34.7 22.8 ▲ 7.1 ▲ 12.8 ▲ 4.0 ▲ 24.4 ▲ 6.5 ▲ 13.7 ▲ 16.5

KD輸出額 (百万円 ) 2,152 2,257 2,581 2,588 2,139 1,181 1,354 1,513 1,441

前 年 同 月 比 (%) 22.1 ▲ 2.3 8.6 10.5 ▲ 6.0 ▲ 39.8 ▲ 28.3 7.7 23.8

＜楽　器＞
Ｒ７年12月 Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

生産総額 (百万円 ) 3,258 3,622 3,496 4,097 4,146 3,508 4,263 4,309 3,241

前 年 同 月 比 (%) 14.3 33.0 27.2 41.5 11.0 5.1 17.6 12.7 16.6

＜缶　詰＞
Ｒ７年12月 Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

食 缶 生 産 高 ( 千 箱 ) 936 912 860 964 1,029 953 1,070 1,100 907

前 年 同 月 比 (%) ▲ 3.3 ▲ 0.3 ▲ 1.9 7.6 6.6 3.1 5.5 10.2 7.7

うち水産缶詰(%)　 2.2 3.3 ▲ 0.2 5.6 14.3 6.7 5.9 12.7 10.3

農畜産缶詰(%) ▲ 17.7 ▲ 11.3 ▲ 6.5 14.3 ▲ 15.0 ▲ 6.7 4.5 1.9 0.3

飲料缶生産高(千箱) 6,365 5,581 5,611 7,948 7,415 7,237 7,216 6,767 6,755

前 年 同 月 比 (%) 8.6 17.9 2.3 17.3 13.8 8.2 8.6 ▲ 4.8 ▲ 8.3

＜繊　維＞
Ｒ７年12月 Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

広 幅 織 物 ( 千 ㎡ ) 808 787 707 718 682 496 606 586 582

前 年 同 月 比 (%) ▲ 9.7 ▲ 10.7 ▲ 15.8 ▲ 16.5 ▲ 11.6 ▲ 20.1 ▲ 6.4 ▲ 0.4 0.0

小 幅 織 物 ( 千 ㎡ ) 18 15 15 16 15 15 15 15 16

前 年 同 月 比 (%) ▲ 11.1 1.4 ▲ 3.1 ▲ 3.3 ▲ 10.7 ▲ 5.2 ▲ 3.2 ▲ 4.4 9.8

＜観　光＞
Ｒ７年11月 12月 Ｒ８年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

延べ宿泊者数
　　　　　（千人泊）

2,035 1,943 1,575 16,105 20,775 1,697 1,881 1,454 2,040

前年同月比 (%) 0.1 ▲ 3.6 ▲ 2.9 ▲ 2.2 1.5 ▲ 2.1 2.3 ▲ 0.7 5.1

観光施設(10施設)入込
　　　　　　（千人）

560 395 378 309 502 515 561 264 312

前年同月比 (%) 39.6 22.8 22.8 3.6 9.2 ▲ 1.9 9.5 ▲ 14.4 3.4

有料道路(4路線)通行
量　　　　（千台）

663 635 569 572 662 581 666 520 639

前年同月比 (%) 5.6 0.7 0.4 4.6 0.6 ▲ 0.2 11.6 ▲ 7.3 1.1
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本書で掲載している県内の主要統計資料の時系列（過去 10 年間）のデータは

静岡県公式ホームページの「統計センターしずおか」で公表しています。

提供いただいている資料

参考となる全国の資料等

https://toukei.pref.shizuoka.jp/

需要面

・大型小売店販売額

・専門量販店等販売額

・自動車新規登録台数

・新設住宅着工戸数

・清水税関支所管内輸出額

・清水税関支所管内輸入額

生産面

・鉱工業生産指数

・鉱工業在庫指数

雇用面

・有効求人倍率

・雇用保険受給者実人員

・完全失業率

・所定外労働時間指数

その他

・国内企業物価指数

・県内金融機関貸出残高

・信用保証協会保証金額

・企業倒産件数

資 料 名 提 供 元 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ

公共工事請負金額 東日本建設業保証（株）
https://www.ejcs.co.jp/repo
rt/public-works/prefecture/

設備投資
日本銀行静岡支店

https://www3.boj.or.jp/shiz
uoka/index.html貸出約定金利

国内企業物価指数
日本銀行

https://www.boj.or.jp/stati
stics/index.htm円相場

資 料 名 提 供 元 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ

鉱工業生産指数

経済産業省
https://www.meti.go.jp/stati
stics/index.html

大型小売店販売額

専門量販店等販売額

輸出入
財務省

https://www.mof.go.jp/statis
tics/国際収支

機械受注 内閣府
https://www.esri.cao.go.jp/j
p/stat/juchu/juchu.html

完全失業率
厚生労働省

https://www.mhlw.go.jp/touke
i_hakusho/toukei/有効求人倍率
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